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長
寿
命
化
の
整
備
方
針
と
し

て
は
、
55
校
の
学
校
施
設
を
グ

ル
ー
プ
分
け
し
て
、
長
寿
命
化

の
可
否
の
判
別
を
整
理
し
た
。

そ
の
う
ち
16
校
に
つ
い
て
は
改

築
を
含
め
た
整
備
が
望
ま
し
い

学
校
と
し
、
39
校
に
つ
い
て
は

長
寿
命
化
改
修
が
可
能
な
学
校

と
し
て
分
類
を
行
っ
た
。
整
備

時
期
や
手
法
等
の
整
備
方
針
は
、

５
つ
に
分
類
し
た
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
３

年
１
月
に
校
長
会
と
意
見
・
要

望
等
の
最
終
調
整
を
行
い
、
そ

の
後
に
、
３
月
の
教
育
委
員
会

定
例
会
に
議
案
を
上
程
し
て
い

く
。学

校
施
設
の
再
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
市
政
運
営
の
総
合
指

針
と
の
整
合
性
を
図
り
、
公
共

施
設
再
整
備
プ
ラ
ン
に
事
業
を

位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
条
件

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
全
庁
的

な
検
討
体
制
を
構
築
し
、
状
況

推
計
に
見
直
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
施
設
再
整
備
基

本
方
針
の
改
定
に
お
け
る
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
事
後

保
全
型
か
ら
予
防
保
全
型
の
管

理
へ
の
転
換
、
改
築
か
ら
長
寿

命
化
改
修
へ
の
転
換
を
図
る
と

い
う
、
文
部
科
学
省
の
長
寿
命

化
計
画
に
お
け
る
考
え
方
を
踏

ま
え
て
検
討
を
行
う
。

建
物
の
目
標
使
用
年
数
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
時
期
に
建
物

の
長
寿
命
化
改
修
を
実
施
す
る

こ
と
を
前
提
に
80
年
と
設
定
し
、

予
防
保
全
的
な
対
応
と
し
て
、

20
年
置
き
に
機
能
向
上
も
し
く

は
回
復
を
図
る
た
め
に
必
要
な

改
修
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

西
南
部
障
が
い
者
地
域
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
３

年
２
月
に
受
託
者
の
公
募
を
行

い
、３
月
に
受
託
者
を
選
定
し
、

夏
頃
に
は
、
辻
堂
市
民
セ
ン
タ

ー
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
開

設
す
る
予
定
で
あ
る
。

設
の
再
整
備
の
指
針
と
し
て
、

平
成
27
年
３
月
に
藤
沢
市
立
学

校
施
設
再
整
備
基
本
方
針
を
策

定
し
た
。こ
の
方
針
に
基
づ
き
、

直
近
５
年
間
の
対
象
校
の
整
備

手
法
等
を
検
討
し
た
藤
沢
市
立

学
校
施
設
再
整
備
第
１
期
実
施

計
画
を
28
年
２
月
に
策
定
し
、

事
業
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
国
の
方
針
に
基

づ
き
、
令
和
２
年
度
中
に
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
方
針
の
見

直
し
を
行
う
。
な
お
、
第
１
期

実
施
計
画
は
３
年
３
月
に
終
了

す
る
た
め
、
本
方
針
の
改
定
を

踏
ま
え
、
第
２
期
実
施
計
画
の

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
数
の
今
後
の
見
込

み
に
つ
い
て
は
、
現
行
で
は
、

住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
児
童

生
徒
数
の
推
計
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
改
定
に
当
た
り
、
中
長

期
的
に
将
来
人
口
推
計
の
地
区

別
人
口
増
減
率
を
反
映
さ
せ
た

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

12
月
３
日
及
び
16
日
に
開
催
さ

れ
た
。
12
月
３
日
の
委
員
会
で

は
、
議
案
２
件
、
陳
情
４
件
を

審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案

は
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
、
陳

情
は
２
件
が
趣
旨
了
承
、
２
件

が
趣
旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。　

ま
た
、
①
「
藤
沢
市
教
育
委

員
会
の
点
検
・
評
価
」
及
び
「
藤

沢
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
進

行
管
理
」
②
藤
沢
市
立
学
校
施

設
再
整
備
基
本
方
針
の
改
定（
中

間
報
告
）-

以
上
２
件
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。

12
月
16
日
の
委
員
会
で
は
、

諮
問
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
諮
問
は
審
査
請
求
を
棄

却
す
べ
き
と
答
申
す
る
も
の
と

決
定
し
た
。

○
藤
沢
市
立
学
校
施
設
再
整
備

基
本
方
針
の
改
定
に
つ
い
て（
中

間
報
告
）

〈
市
の
説
明
〉

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
施

学
校
施
設
再
整
備
基
本
方
針
の
改
定

予
防
保
全
型
の
改
修
を
実
施

施
設
の
長
寿
命
化
を
目
指
す
子ども文教

の
寄
附
額
が
よ
り
多
く
な
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
周
知
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

医
療
・
福
祉
応
援
寄
附

金
は
多
く
の
方
か
ら
、
寄
附
と

併
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
て

い
る
。

医
療
機
関
等
に
こ
の
寄
附
金

を
活
用
し
、
補
助
金
等
で
交
付

す
る
際
は
、
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
医
療
機
関
等
に
お
渡
し
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
医
療
機
関
等
か
ら

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、
こ
の

よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
、
事
業
実
施
報
告

と
し
て
、
令
和
３
年
９
月
を
め

ど
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

12
月
７
日
及
び
16
日
に
開
催
さ

れ
た
。
12
月
７
日
の
委
員
会
で

は
、
議
案
５
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

12
月
16
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

○
令
和
２
年
度
藤
沢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

質
問

医
療
・
福
祉
応
援
事
業

費
に
医
療
・
福
祉
応
援
寄
附
金

が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
寄
附
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
、
喜

ば
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
今
後

藤
沢
市
行
財
政
改
革
２
０
２
０

実
行
プ
ラ
ン
令
和
２
年
度
進
捗

状
況
及
び
事
務
事
業
の
抜
本
的

な
見
直
し
②
（
仮
称
）
藤
沢
市

行
財
政
改
革
２
０
２
４
基
本
方

て
い
る
。

質
問

小
学
５
、６
年
生
か
ら

少
し
ず
つ
不
登
校
に
な
り
、
中

学
１
年
生
に
な
る
と
、
全
く
学

校
に
来
ら
れ
な
く
な
る
児
童
生

徒
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。
市

内
の
小
中
学
校
に
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
付
さ
れ

た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
不

登
校
の
生
徒
に
と
っ
て
、
と
て

も
有
意
義
な
も
の
と
思
う
が
、

現
状
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

学
習
支
援
と
い
う
こ
と
で
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
は
、
中
学
校
を
中
心
に

活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
小
学
校
高
学
年
を
含

め
て
、
こ
れ
か
ら
活
用
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

質
問

不
登
校
に
な
っ
て
い
る

児
童
生
徒
に
対
し
て
、
タ
ブ
レ

行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
は
、

11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
審
査
し
た
。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
①

ッ
ト
端
末
を
長
期
に
貸
し
出
す

こ
と
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

答
弁

児
童
・
生
徒
が
卒
業
す

る
ま
で
同
じ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
家

に
持
っ
て
帰
る
と
い
う
申
出
が

あ
れ
ば
、
家
で
長
期
に
使
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

質
問

自
転
車
走
行
空
間
整
備

工
事
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

視
点
か
ら
す
る
と
、
広
い
道
路

よ
り
も
、
中
程
度
の
広
さ
の
道

路
や
狭
い
道
路
に
お
い
て
、
走

行
空
間
が
整
備
さ
れ
る
ほ
う
が

よ
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁

自
転
車
走
行
空
間
整
備

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
11
月

に
実
施
計
画
を
策
定
し
た
。
そ

の
中
に
お
い
て
、
主
要
な
鉄
道

駅
周
辺
に
お
け
る
、
歩
道
が
な

い
道
路
に
自
転
車
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
の
設
置
等
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
北
部
・
中
部
・
東
南
部
の

障
が
い
者
地
域
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
３
年
３
月

に
開
設
準
備
を
行
い
、
４
月
に

開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

称
）
ふ
じ
さ
わ
障
が
い
者
プ
ラ

ン
２
０
２
６
」
の
策
定
（
中
間

報
告
）
⑤
障
が
い
者
相
談
支
援

体
制
の
拡
充
（
報
告
）
⑥
「
藤

沢
市
民
病
院
健
全
経
営
推
進
計

画
」
の
素
案
及
び
新
た
な
診
療

体
制
の
構
築-

以
上
６
件
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

○
障
が
い
者
相
談
支
援
体
制
の

拡
充
に
つ
い
て
（
報
告
）

〈
市
の
説
明
〉

本
市
で
は
、
藤
沢
市
障
が
い

者
総
合
支
援
協
議
会
等
に
お
い

て
、
地
域
に
根
差
し
た
障
が
い

者
相
談
支
援
事
業
の
在
り
方
に

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

12
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
陳
情

４
件
を
審
査
し
た
。そ
の
結
果
、

陳
情
は
２
件
が
趣
旨
了
承
、
２

件
が
趣
旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
２
０
２
５
年
に
向

け
た
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
②
（
仮
称
）
藤

沢
市
地
域
福
祉
計
画
２
０
２
６

の
策
定
（
中
間
報
告
）
③
（
仮

称
）
い
き
い
き
長
寿
プ
ラ
ン
ふ

じ
さ
わ
２
０
２
３
～
藤
沢
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
８
期

藤
沢
市
介
護
保
険
事
業
計
画
～

の
策
定
（
中
間
報
告
）
④
「（
仮

調
査
や
委
託
相
談
支
援
事
業
所

か
ら
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
、

相
談
支
援
に
関
す
る
課
題
の
整

理
と
、
今
後
の
相
談
支
援
事
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
き
た
。
ま
た
、
総
合
支
援

協
議
会
等
か
ら
の
意
見
と
し
て

は
、
①
身
近
な
場
所
で
の
障
が

い
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
の

設
置
が
必
要
②
障
が
い
特
性
に

応
じ
た
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
や
連
絡
調
整

等
が
必
要
③
障
が
い
当
事
者
へ

の
関
わ
り
方
及
び
支
援
に
つ
い

て
の
専
門
的
な
助
言
及
び
適
切

な
支
援
が
必
要-

以
上
３
点

が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

相
談
支
援
体
制
の
拡
充
は
、
①

地
域
に
お
け
る
総
合
相
談
窓
口

の
設
置
②
相
談
員
の
専
任
配
置

に
よ
る
人
員
体
制
の
強
化
③
地

域
に
お
け
る
制
度
を
超
え
た
連

携
の
強
化-

以
上
３
つ
を
ポ

イ
ン
ト
に
拡
充
を
行
う
こ
と
と

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。　

障
が
い
者
相
談
支
援
体
制
の

拡
充
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
相
談
支
援
の

課
題
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、

令
和
３
年
４
月
の
地
域
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
の
社
会
福
祉

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
を
見
据
え
、
新
た
な
相

談
支
援
体
制
と
し
た
。

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
は
、

障
が
い
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

い
た
地
域
生
活
支
援
事
業
の
必

須
事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
１
か

所
の
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

と
、
障
が
い
種
別
ご
と
の
６
か

所
の
専
門
相
談
支
援
事
業
所
に

よ
る
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。

相
談
支
援
体
制
の
拡
充
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
総
合

支
援
協
議
会
で
の
協
議
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
当
事
者
等
へ
の
聞
き
取
り

―
行
政
改
革
等
特
別
委
員
会
―

（
仮
称
）
藤
沢
市
行
財
政
改
革

２
０
２
４
基
本
方
針
（
素
案
）

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
※
２
）
の

視
点
に
基
づ
き
、
３
つ
の
柱
を

設
定
し
、取
組
を
進
め
て
い
く
。

１　

効
率
的
な
行
政
運
営
へ
の

転
換Ａ

Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
※
３
）
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
と
し
た
新

た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
積
極
的

に
活
用
し
、
業
務
効
率
化
に
向

け
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
や
、

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

推
進
す
る
。

２　

歳
入
確
保
と
歳
出
抑
制
策

に
よ
る
健
全
財
政
の
堅
持

民
間
資
金
の
活
用
等
に
よ
る

歳
入
の
確
保
、
既
存
事
業
の
抜

本
的
な
見
直
し
や
優
先
的
に
行

う
べ
き
事
業
の
見
極
め
な
ど
に

よ
る
歳
出
の
抑
制
の
ほ
か
、
マ

ル
チ
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

手
法
に
よ
る
公
共
施
設
の
再
整

備
を
行
い
、
施
設
と
し
て
の
魅

力
を
高
め
る
と
と
も
に
経
費
の

縮
減
に
努
め
る
な
ど
、
将
来
に

わ
た
る
健
全
財
政
の
堅
持
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

３　

将
来
を
見
据
え
た
職
員
力

の
強
化

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
生

じ
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た

職
員
の
能
力
開
発
を
進
め
る
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き

る
人
材
の
育
成
強
化
な
ど
に
取

り
組
み
、
職
員
の
個
と
し
て
の

質
を
高
め
て
い
く
。
ま
た
、
専

門
的
な
分
野
に
つ
い
て
は
、
外

部
人
材
の
登
用
な
ど
、
採
用
か

ら
人
事
の
在
り
方
ま
で
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
て
取
り
組
む
。

新
た
な
行
財
政
改
革
の
期
間
等

実
行
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
短
期
的
な
課
題
だ
け

で
な
く
中
長
期
的
な
課
題
も
位

置
づ
け
、
取
組
期
間
は
令
和
３

年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
４
年

間
と
す
る
。

針
（
素
案
）-

以
上
２
点
に

つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

〇
（
仮
称
）
藤
沢
市
行
財
政
改

革
２
０
２
４
基
本
方
針（
素
案
）

に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

本
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
行
財
政
改
革
２
０
２
０
に
取

り
組
み
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
※
１
）
の

推
進
や
職
員
の
意
識
改
革
な
ど
、

行
政
の
効
率
化
と
質
的
向
上
を

一
体
的
に
進
め
、
行
財
政
運
営

が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
取
組

を
進
め
て
き
た
。

新
た
な
行
財
政
改
革
の
基
本

的
な
考
え
は
、
こ
れ
ま
で
積
み

重
ね
て
き
た
行
財
政
改
革
の
取

組
を
礎
と
し
な
が
ら
、
市
政
運

営
の
総
合
指
針
の
目
指
す
都
市

像
の
実
現
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
が
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の

社
会
の
姿
を
見
据
え
た
バ
ッ
ク

に
応
じ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
事

業
費
等
を
精
査
し
な
が
ら
、
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
方
針
の
改
定
内
容
を
踏
ま

え
、
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

の
５
年
間
に
取
り
組
む
事
業
を

位
置
づ
け
、
学
校
施
設
再
整
備

第
２
期
実
施
計
画
を
策
定
し
て

い
く
。

地
域
に
根
差
し
た
相
談
支
援
へ

障
が
い
者
相
談
体
制
の
拡
充

厚生環境

寄
附
者
と
医
療
機
関
を
つ
な
ぐ

医
療
・
福
祉
応
援
寄
附
金

補正予算

平成 23年度に校舎棟を改築した本町小学校

相談支援センターを開設し、体制の拡充を図る＝市内相談支援事業所

（※1）BPR…ビジネスプロセスを見直し、抜本的に再設計する手法のこと。　（※2）バックキャスティング…未来を予測する際、目標となるような状態を想定し、そこを起点に現在を振り返って今何をすべきか
を考える方法のこと。　（※3）RPA…これまで人間が手作業で行っていた、表計算ソフトやメールソフトなど複数のアプリケーションを使用する業務について、そのプロセスをロボットにより自動化すること。

⑺


